





石 川 和 子
知 多 半島 で 現わ れ た 語 形 は ， ウ=  コ ・
ウ1==Zケ ・ コ ケ ラ ・ コ ケ ・ハ ダの5 種 類 で
あ る。　　　＼　　　　　　　　　　　 ・- ・。
図1 で 黒 丸 の 符与 を 与 え た ウP2 コは 半
島 全 域 に 見ら れ， 国立 国語 研究 所 編 『 日
本 言 語 地 図 』217 図で 乱 西 日本 を 中 心
に ほ ぼ 全 国 的 に 分 布し てい る。 また ， 標
準 語 の 「 ウ ロ コ」 が も と も とは ， 東 京 の
こ とば で は な く， 関 西 の方 のこ とば で あ
った こ と 乱　 こ の 地 図を 大 観し た だ け で
分 か る。
知 多 半 島 仝 域 に みら れ る ウ ロ コに 対t
て ， ウx=・コ と よ く 似 た 語形 で あ る ウ ロ ケ
は,    （5767 ・ 38） の 地 点 に， ウ ロ コ と 併
存し て み ら れ る が ， こ の 語 形 は ，『 日 本
言 語 地 図 』217 図 に よ れ ば， 西 日 本 の ウ
l==・コ類 と 東 日本 の コ ケ 類 と の 境 界 線で あ
る 岐 阜 ・ 福 井 に もみ ら れ る も の で あ る。
し た が っ て ， こ の 語 形 は ， ウ ロ コ と コ ケ
の 混 交 に よ って ， 生 ま れ た 語 形 で は ない
か と， 考 え ら れ る。
又 ， コ ケ ラは ， 佐 久 島 ・篠 島 の 島 部に
み ら れ るだ け で 半島 に は 見 ら れ な い 語 形
で あ る。 佐 久島 （5762 ・ 00） と 篠 島 （57
90 ・ 84） に 見 ら れ る コ ケ ラは ， 標準 語 形
ウ ロ コ と 併用 で みら れ ， 注 記 に ＜ コ ケ ラ
は 子 供 の 時 に 使用 ＞ と イン フ ォ ーマ ソ ト
の 新 古 の区 別 が 記 さ れ てい る。 『 日本 言
語 地 図 』217 図 で は， コ ケ ラ。は 関 東 二 帯






コケラと関 係が 深い と思わ れ る コ ケ
は， 半島北部 （47 28 ・ 19） に1 地点見
られる。1 地点だけなので，なん とも言
い 難い。しかし，『日本言語地図』217図





分布し てい るので， どちらが古 く， どち
らが新しい のかとい う新古 の判断は 分布
からは，つけ難い。本図半島の地図に於
て も，語形の現われてい る地点が, 1,
2 地点のため詳細は掴めない 。
ハダとい う語形は，これも半島南部伊
勢湾沿い（57 43 ・ 09）に1 地点だけ見ら，
れる。こ の語形は，『日本言語地図j 217
図で見ると，三重 ・和歌山の太平洋岸沿
いに 集中し て見られ，そ の他に静岡県御
前崎に1 地点 見ら れるのが特徴である。
(57 43 ・ 09） のイソフ ォーマン トは漁師
で，＜志摩半島との舟の交流も盛んだ っ
た 。＞と答えているところから， ま ち が
いなく三重の方 から侵入して きた 語形 の







て すべ すべしてい る。魚の表面も透きと




この うろことい う項 目に関し ては，標
準語形ウロコ以外の語形が5 地点し か現
われず，ほとんど標準語ウロ コを使用し
ている。し かし これは，我 々が漁業者で
なく農業を 営むイソフ ォーマソトを対象






加 藤 郁 子
こ の 項 目 は ， じ ゃ ん け ん す る 時 に 使 う
「 ぐ う ・ ち ょ き ・ぱ あ 」を 手 で 形 作 っ て ，
そ れ ぞ れ の 呼 び 名 に つ い て 答 え て も ら う
も の で あ る 。
ま ず 「 ぐ う 」 に つ い て は ， 一 三 種 類 の
語 形 が 得 ら れ た 。 図2 に よ る と ， 全 体 に
広 が っ て い る の は イ シ で あ る 。 そ し て ，
南 に 少 し ま と ま り を み せ て ， 他 に も 点 在
し て い る の が グ ー で あ る 。 グ ー は ， 一 三
三 地 点 中 二 六 地 点 で あ り ， う ち 六 地 点 は
イ シ と の 併 用 で あ る 。（3325 ・ 47, 4679 ・
47,    5778 ・ 47,  5641 ・ 57, 6541 ・ 57, 6663 ・
57 ）
他 に ， イ シ ナ ・ ニ ギ リ 類 ・ ニ ギ リ コ ブ
シ 類 ・ ゲ ソ コ ・ ゲ ソ コ ツ ・ ギ ュ ウ ・ キ ュ
ー ・ プ ー ・ ―
 ュ




し ・げ んこ・げ んこつ ・ゲソコ に ぎ
りこ ぶし ・げ ん こつ ・ 片手 。 ゲソ コツ ー
に ぎ りこ ぶし ・げ ん こ。 とあ る よ うに こ
れ ら は， じ ゃ んけ んす る時 ， 手 を 握 っ て
出 す 動 作・形 か ら きた も の と考 え ら れ る 。
「ち ょ き 」に つ い ては ， 一 〇 種 類 の 語
形 が 得 ら れ た。 図3 に よる と， 全 体 に 広
が っ て い る の は ハサ ミで あ る。 そし て，
南 に 少し ま と ま りを みせ て ， 他 に も 点 在
し 七 い る の が ピ ー ・チ ョキ で あ る 。 ピ ー
は ， 一 三 三 地 点 中一 一 地 点 で あ り うち 四
地 点 は ハ サ ミと の 併用 であ る 。 （3325 ・
47,   4679 ・ 47, 5488 ・ 57, 6663 ・ 57） ま
た チ ョキ につ い て は， 一 三 三 地 点 中 八 地
点 で あ り， うち 一 地 点 が ハサ ミ との 併 用
で あ る 。（5870 ・ 57）
他 に ， チa    *チ ョ イ ・チ ー ・チ ャー ．J
ニ ュ ・キ ュ 。ペ ー の 語 形 であ る。 ヂ ョ ・






い か と思 わ れ る 。
「ぱ あ」 に つ い て は， 七種 類 の語 形 が
得 ら れ た 。 図4 に よる と， 全 体 に 広 が っ
て い る の は カ ミであ る。 そ し て ， カ ミを
押し 分け る よ うに点 在 し て い る の が パ ー
で あ る。 パ ー は， 一 三 三 地 点 中 三 三 地 点
で あ り， う ち 四 地点 は カ ミと の 併 用 であ
る。　（3325 ・ 47，4679 ・ 47,   5778 ・ 47,
6663 ・ 57）ま た， フ ロシ キ （5670 ・ 57，
6747 ・ 57）・ フ ルシ キ （8800 ・ 57）・ ピ ロ
シ キ （6719 ・ 57） は 半 島 先 端 に ま と ま っ
て み ら れ る 。 フ ル シ キに つ い て は ， 半 島
中 央 に も 一 地 点(9623 ・ 47） 現 わ れ て い
る 。 こ れ ら は， 手を 広げ る 形 が ふ ろし き
に 似 て い る と こ ろ か ら きて い る の で は な
い か と 思 わ れ る。　　　　　　　　 し
他 に， ヒ ラ 。バ ラ の語 形 が あ る。
次 に, こ れ ら ［ くう ］「ち ょき 」「 ぱ あ」
を 合わ せ て 考 え て み る と， な ん と い っ て
も多 い のが イシ ツ サヽ ミ 。・カ ミの 形 であ
る 。 こ の 形 は ， 以 前 知 多 半 島 全域 で使 用
し て い た も の と 考え ら れ る 。 と い うの は
グー ・ チ ョ キ ・ パ ーな どを 使 用し て い る
地 域 で も， 調 査 者 の イシ ・ハ サ ミ・ カ ミ
の 誘 導に よ っ て， 昔使 用 し て い た と 答え
て い る イン フ ォー マン ト が 多 い た め であ
る 。 これ ら の こ とか ら， イシ ・ ハサ ミ ，
ガ ミを 基 盤 とし て ， 標 準 語 形 の グー ・チ
ョキ ・ パ ー の 侵入 状 態 に つい て 考え て み
た い 。
一 番 多 く 侵入 し て い る のは ， カ ミの部
分 で パ ー と な っ て い る の が三 四 地 点 で あ
る。 こ れ は， カ ミが 一 番 言い づ ら く， ま
た 変 化し や す い 語 形 で あ る こ とを もの が
た っ て い る 。 こ こ で， イシ ・ ハサ ミ 。パ
フ と い う形 が 作 ら れ る。 次 に 変 化 の 多 い
の が， イシ の 部 分 で グー とな っ て い る の
(3)
が二六地点であ る。そこで， グー・ハサ
ミ 。パーとい う形に変化し ，最後に変化
し たと考えられる のがハサ ミの部分で，
チ ョキ とい うのが八地点であ る。 そし て
ここで グー・チョキ・パーの形ができる
こ のグー・チョキ 。パーは， 入り方が 個
別であるために， 変化の度合が，それぞ
れ違 うことが考えられる。 図3 では，チ
ョキ よりもピーが目立っているが，これ
は グー・ハサ ミ・パーから の変化ではな
く， イシ ・ハサ ミ 。パ'―からできたもの
と思われる。 この形 のハサ ミがピーに変
化しに さらに プー・ピ ー・ パー と変化し
たと思われる。この形は， 萩（4793 ・ 47）
一地点 でしかみられないが， この付近に
ピ ーを 使用する地点が二地点 （4322・47,















加 藤 富 佐 恵
こ の質 問 に 対 す る 答 えを 分 類 す る と，
オ ジー サ ソ 類 ・マ ゴジ ー サ ソ 類 ・ジ ー サ
ソ 類 ・オ ー ジ ー サ ソ 類 の 四類 とそ の 他 と
無 回 答 に 分 け ら れ る。
も っ と も 多 く 得 た 語形 は ， オ ジ ー サ ゾ
・オ ジ ー チ ャソ を 含 む オ ジー サ ソ 類 で 半
島 全 域に 分 布し てい る 。『 日 本言 語 地 図 』
（141 図 ）で も，0ZI （I ）SAN は 特に
ま と ま っ た 分 布 領 域を 持た ず 全 国 的 に 分
布 し て い る 。　　　　　　　　J ’　　　　　
iφ
マ ゴジ ー サ ソ ・マ ゴ ジ ッサ マ ・マ ゴジ
ジ ー を 含 む マ ゴジ ー サ ソ 類は 半 島 南 部 に
集 中 し て 分 布 が み ら れ る 。『 日 本 言 語 地
図 』（同） で は ，MAGOZI （I ）SAN
は 太 平 洋 沿 岸 の 三 重 県 南 部 ・愛 知県 知 多
半 島 ・ 静岡 及 び 新 潟 ・山 形に 分 布し て い
る。 三 重 ・ 静 岡そ し て 知 多 半 島に も分 布
し て い る と ころ か ら ， こ の 語 形 は知 多 に
お い て も っ と 多 く使 用 さ れ て い た と 思わ
れ る。
ジ ーサ マ　・　シ ー ジ ーを 含 む ジ ー サ ソ
類 ， オ ー ジ ッサ ソ を 含 む オ ー ジ ーサ ソ 類
は 共 に 点 在 し て い て ま と ま り が ない 。
図5 か ら 考 え ら れ る 傾 向 は， マ ゴジ ー
サ ソ 類 が 広 く分 布 し てい た と ころ に 標 準
語 形り オ ジ ー サ ン を 含 む オ ジ ーサ ン 類 に
そ の座 を 奪 わ れ て ， 現 在 マ ゴ ジ ーサ ソ 類
が 地 域 的 な ま と ま りを 持 っ て 残 って い る
のではないかとい うことであ る。
次に 「ひいおU い さん」で 得た語形に
ついて述べよ う。（図6 ）










島におい てかな り分布し てい るためであ
る。
ヒコジ ーサソ ・ヒ コジ ッサを 含むヒコ
ジーサン 類は半島 南部に分布領域を 持っ
てい る。『日本言語地図』（142図） を み
ると,「おじい さん」で，MAGOZl （D
SAN が分布し てい る三重県 南部・静岡
・新潟 ・山形に,  H I KOZ  I（I)S  AN
















であ り，この関係は知多に もっと も広く
分布し ていた型ではない かと思われる。
そし て「おじ いさん」の意味に 標準語形
のオジ イサソが広 まるにつれて，マ ゴジ
イサソが 「ひいおじいさん」の意味に 移
動し て，新らし く表2 （表参照） の型 が
で きた と思われる。
祖　父
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表3
表2 の型は，「ひいおじ いさん」に 標 準





鈴 木 恵 子
人がふろし き包を 背負っている絵を 見
せ 「荷 物を こ うすることを，ど うすると
言い ます か。」 と質問し， ここでは背に




そ こで， 現われた語形 のショウ・ショ
コナウ・シ ョーナ ウ・シ ョコ ネル ・ヨコ
ネル ・シ ョイネル・シ ョネル ・オウ・セ
オ ウ・カッ グ・カ ズク・カッ クの語の末
尾部に注 目し，卜飛 ‾吊トド汗 万朧ドド 禾
一 一-- 一 一
ル 類川～ オウ類川カッ グ剰 と分類し てみ
ー 一 一
ると， 比較的秩序ある分布が 見られ たの
であ る。 （図8 ）
さて図9 を一 見して判るよ うに，半島
東部に～ ナケ類が分布し ，半島西部に は
～ ネル類が分布を示し ている。
また，半島全域に拡がっているショウ
を 『日本言語地図』第65図で みて も，東
日本全域に 拡く分布してい るのであ る。
そこで，古く半島全域にぱ，シ ョウが
拡がり， そこへ北東部から 『日本言語地
図』第65図に みら れるシ ョコナ ウが， 侵
入し てきたと思われる。こ のシ ョコナウ
は，ある行為を するとい う意味を持つ接
尾語「ナウ」 が， 昔から あ る Γ背 負 子
ニ（し ょい こ）」とい う道具を， ナウ と い
(5) -6 ト9 ―
う意 識で ，
シ ョ イ コ＋ ナ ウ → シ ョ イ コ ナ ウ→
→ シ ョコ ナ ウ　　　　　　　 上
と， な っ た と も考 え ら れ よ う。
また ， シa  ―ナ ウ（47 26 ・ 28）・（47 53
・74 ）・（47 55 ・ 78）・（47 74 ・ 80）・（47
43 ・ 65） は ， シ ョ コナ ウ が 伝 播し て 行 く
うち に 「 コ」 が ， 何 ら か の 作 用で 消去 脱
落 し た と 乱 考 え ら れ る。
な お, （57 65 ・ 58）の シ ョ コウ につ い て
も 同 様 に， シ ョ コ ナ ウが 東 部 沿 岸 寄 りに
伝 播 し な が ら 南 下 し て 行 く 間に ，「ナ 」が
脱 落し だ の で は ない と も思 わ れ るが ， 一
地 点 の み であ る ので 断 言 は 控 え た い。
半 島 西 部か ら はy 『 日本 言 語 地 図丿 第
65 図 に み ら れ る オ イネル が 侵 入し ， 北 西
部 よ り 侵 入し た オ イ ネル は ， 先 に 侵 入し
て い た シ ョ コ ナ ウ と混 交 を 起 し ，
と，なったと考えられる ゜
また， 南西部からもオイネルが 侵入し
たのではないかと思われ る。(57 43 ・ 09)
に ある語形ショイネルは，ショウとオイ
ネルの混交形 ではないかと思われ，この







次に， 南部に 現われている カ ツ グ 贋・







考えられること， もう一つは 「担 ぐ」の















































野 川 宏 子
る で あ ろ うと考 え ら れ る地 域 に 多 く 残し
て い る も の で， イソ フ ォ ーヤ ソ トの 答 え
の備 考 に お い て もく 昔 は ウ ッ クシ クな っ
た と 言 っ て い た が， 今 は キ レ イ ェ な った
と言 う よ うに な っ た 。＞ と 注 意 書 き さ れ
て い た 点 が 数 地 点 あ っ た こ と か ら も 考え
ら れ る 。
また そ の 地 の 語 形 とし ては 『 日本 言 語
地 図 』48 に お い て瀬 戸 内海 ・静 岡 ・愛 知
の 三 河 の 一 地域 に 現わ れ て い る。 ケ ッコ
オ～ 類 であ るが こ れ は 図10 に お い て は
（58 62 ・ 00）・（58 90 ・ 84）に 現 わ れ て来
て い る 語 形 で あ る。 こ れ ら は 船 な ど の海
上 交 通 な ど の 影 響や 三 河に 近い 島部 で あ
る た め 現 わ れた 語形 で は な い か と考 え ら
れ る も の で あ る。
また 『 日本 言 語 地 図 』48 の岩 手 ・宮 城
の一 部 に 分 布し て い る 語 形 サ ッパ リ～ 類
は ， 。図　 で は 半 田 市 周 辺 の （47 44 ・ 40）
・（47 66 ・ 83）・（47 67 ・ 78）・（47 76 ・
16）の 数 地 点 と（47 74 ・ 80）・（57 16 ・ 88）
・（67 88 ・ 00）な どに 分 布し てい る 語形 で
こ れに つ い て はそ うじ の後 の気 持 ち な ど
よ り 生じ た こ とば で あ ろ う と考 え ら れ る
も ので ， す べ てが か た づ き ホ ッ ト一 息 と
い う時 な ど に 言 うこ と ば ， 語 形 とし て 出
だ の で は ない か と 考え ら れ る ので あ る。
次に 語 形 とし て は ，（47 86 ・38 ） に 現
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われたセ イケツ～類であるが，これ も前
語 形と同じ 気持ちの時に 出た ものと考え
られる。
こ のよう‥に サ ッパす ～類・セイケツ～
類な どやそ の他 （ヨーナッタり 類）はす
べて，そ うじをし て安心し たことより出
た 語形 と思われるが， これら の多 くがキ
レ イ～類 ・ウッ クシ～類などの併用とし
て用いられている6 このことから もウツ
クジ～ 類・キレ イ～類の二語形の意識は
強 くあ るが，時 々その他の語形を も用い
るこ とがあ ると考えら れる。十　J
ま た 現 在 ， 標 準 語 形 と 考 え ら れ る キ レ
イ ～ 類 と ， 古 形 で あ ろ う と 考 え ら れ る ウ
ー
，　・l・a・-
●ツ ク 才 ～ 類 にう:い て は 相 当 意 識 が 個 人 。
I・y地 域 に よ り 異 っ て 来 て い る よ う に 考 え ら
れ ， そ れ ら に つ い て も も う 一 度 考 え て み




でなく， 虹などについて も調 査を行なっ
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